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3 ＩＣＴ活用講習会

地元企業の企業経営
者、発注機関

R4.10.20
未経験企業経営者及び発注機関を対象として、ICT工事の推進やICT活用
工事導入のメリット・実例紹介などを中心とした講習会

中国地方整備局、JCMA
中国、トップランナー企業

Web/制限なし ● 参加者30名

国・県・市町職員、建
設会社、コンサルの技
術者

R4.11.2 実務に向け、３次元設計データの現場活用体験
山口県
CONTACT（建設戦略
会議）

学び・交流プラザ
及び現場/４０名

● 参加者４０名

自治体職員、地元企
業

R4.12.16 ICT活用に関する座学、ICT建機・３次元計測ツールの体験
山口県
山口県建設技術センター

岩国総合運動公
園及び錦川/28
人

● 参加者28名

4 ICT勉強会

地元企業の技術者、
発注機関

R4.11.7
未経験企業技術者及び発注機関を対象として、ICT工事の推進やICT活用
工事導入のメリット・実例紹介、ICT建機・３次元計測ツールの体験会

山口河川国道事務所、
JCMA中国、トップラン
ナー企業

防府市文化福祉
会館、佐波川河
川敷/39人

● 参加者39名

建設企業の技術者

①R4.7.27
②R4.7.28
③R4.10.11
④R4.10.12

〈基礎編〉ICT実務経験がない技術者向けの実習
〈応用編〉ICT実務経験がある技術者向けの３次元設計データを利用した実
習

施工技術総合研究所
①～④山口県セ
ミナーパーク
/25人

● ●

参加者
①25名
②２６名
③2６名
④２５名

自治体職員 R5.2.14 ICT活用工事の監督・検査に関する勉強会
山口県
施工技術総合研究所

周南総合庁舎 ● 参加者30名

5 BIM/CIM勉強会（キャラバン）

整備局職員 R4.11.30
整備局職員を対象に、3次元データの閲覧、加工、納品等の一連の流れを実
操作により勉強する。

JACIC
山口河川国道事
務所／20人

●
担当者：山口河川国道事務所品質確保課、参
加者12名

6 VRを活用した橋梁点検講習会

自治体職員
①R4.6.23
②R4.12.13

VR橋梁点検講習ツールを用いて、自治体職員を対象にVR空間での実習を
含んだ講習会を開催

中国道路メンテナンスセ
ンター

①山口県庁
②山陰西部国道
事務所

● ●
①参加者11名
②参加者13名

7 UAV講習会

自治体職員 R4.11.10 UAVを使用した競技大会
山口県建設技術協会
山口県測量設計業協会

やまぐち富士商
ドーム

● 参加者120名

8 DX取組事例・WEB講習会の情報提供

全会員 R4.9.9 中国地方整備局管内におけるDXの取組事例の紹介 ー ー ●

全会員
①R4.12.15
②R5.1.19
③R5.1.26

①BIM/CIMの最新事例
②「小規模を含む建設現場のデジタル化を支援するスマートコンストラク
ション」
③「BIM/CIM監理業務の経験によるBIM/CIMデータを活用した３次元
管内図の開発」

①AUTDESK社
②（株）EARTHBRAIN
③（株）EARTHBRAIN

①WEB
②WEB
③WEB

● ● ●

9 DX取組事例の紹介

地元企業
①R4.7.22
②R4.8.9
③R4.12.9

VR、AR、AIなど、建設現場におけるDX取組事例の紹介 受注企業
山陰西部国道事
務所発注工事現
場

● ● ●

参加者
①２０名
②２０名
③４９名

大学生、高等専門学
生、高校生、小学生

①R4.8.23
②R4.9.21
③R4.10.4
④R4.10.20

VR、AR、AIなど、建設現場におけるDX取組事例の紹介 受注企業
山陰西部国道事
務所発注工事現
場

● ● ● ●

参加者
①阿武小４１名
②萩商工１５名
③山口大学１７名
④俵山小７名

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

そ
の
他
DX

①R4.6.23

R4.11.30

R4.10.20

R4.11.7

R4.11.2

①R4.7.27
②R4.7.28

③R4.10.11
④R4.10.12

R4.9.9

R4.12.15 R5.1.19

R5.1.26

②R4.12.13

R4.12.16

R5.2.14

R4.11.10

①R4.8.23

②R4.9.21

③R4.10.4

③R4.12.9
①R4.7.22

②R4.8.9

④R4.10.20
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ＩＴＣ活用工事及び電線共同溝工事 オンライン授業

令和４年９月２２日 令和２年度岩国大竹道路錦見地区第１電線共同溝工事（岩国市錦見）

【オンラインによるＩＣＴ活用工事の説明】

【オンラインによりマンホール見学】

【工事受注者：洋林建設（株）】【見学対象者：徳山商工高等学校環境システム科16名】
【電線共同溝工事の説明】

「ＩＴＣ施工とは」の説明 ３次元設計作成事例

自動追尾型トータルステーションの説明

電線共同溝の概要説明

マンホール内部の説明
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ＢＩＭ／ＣＩＭを活用した橋梁耐震補強工事（相地跨線橋） 現場見学会

令和４年１０月２１日 令和３年度国道１８８号田布路木橋耐震補強外工事（岩国市由宇町）

【ＴＬＳ（地上型レーザースキャナ）による３Ｄ測量体験】

【工事受注者：澤田建設（株）】【見学対象者：徳山工業高等専門学校専攻科５名】

【ＢＩＭ／ＣＩＭの取組】

【鉄筋探査機による配筋状況の確認体験】
既設橋と耐震補強構造を統合した３Ｄモデル
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ＩＣＴ（経営者向け）Ｗｅｂセミナー
【開催日時】令和４年１０月２０日（木）１０：００～１２：００ 【参加者】３０人

中国地方整備局「ICT活用工事の推進について」 （一社）日本建設機械施工協会
「ICT活用工事導入のメリットの実例紹介」

中国ICTｻﾎﾟｰﾄ ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ企業（（株）加藤組 加藤代表取締役）
「ICT活用工事導入のメリットについて」講演
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ＩＣＴ（技術者向け）体験セミナー
【開催日時】令和４年１１月７日（月）１３：００～１７：００ 【参加者】３９人

スマホで測量対象物をスキャンする
だけ、誰でも簡単３次元測量

【座 学】

中国ＩＣＴサポート トップランナー企業（（株）加藤組）
「ＩＣＴ活用工事導入のメリットについて」講演

【体 験 会】

ＩＴＣ建設機械
（小型ＢＨマシンガイダンス）

計測に、手軽さを「スマホで
手軽に土量計測や進捗管理」

ＩＴＣ建設機械
（ブレードマシンコントロール）

（GNSSレシーバー）（３次元測量表示例） （GNSSアンテナ）（出来高計測表示例）
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●中国地方整備局ＨＰのトピックス「インフラDX」に
「中国整備局インフラDX推進計画」「i-Constructionの取組み」を掲載中

インフラDXの情報提供
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●山口河川国道事務所ＨＰで山口県i-Construction推進連絡会の情報提供中

の情報提供

例えばR3.4.21の説明資料
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●測量 現地状況（水中等）に影響されずに測量が進められるため、手待ち作業

がなくなった。

●施工 施工履歴を併用したことで、作業完了箇所がわかり、次の工程を立て

易くなった。

●品質 3次元設計データにより面での施工及び管理ができるため、高精度の

掘削ができた。

施工者の声

「点在した4地区の河川掘削現場の全てでICT掘削を活用」

・施工の効率化---大幅な測量時間の短縮（約3割）
・施工の高精度化---施工履歴の活用で手戻りのない施工（施工の見える化）
・安全性の向上---測量を含めてオール機械化で人と重機の近接がない

●ICT掘削（バックホウ）

学生の声

「オンライン現場見学会の開催」

●ICT活用による土量自動算出

ICT掘削土量（全土量） V=41,100ｍ3 ●BIM/CIM活用の紹介

●現場施工状況の配信●導入効果

●ICT掘削（施工履歴活用）

● 河川の事業は、自然災害などから命や財産を守ったり、とても大事なことだと

いうことがわかった。

● レーザ測量を使った3次元測量では、今までの測量より時間が短縮できて、その分

他へ時間を有効利用することが出来ることがわかった。

● ICTを活用すると現場の作業がスムーズになり、効率が良くなることがわかった。

● 工事は受注してすぐに取りかかるものと

思っていたけど、計画などに1ケ月もかける

ことを知って、大事なことが理解できた。

ICT

従来

河川工事のICT技術活用及びオンライン現場見学会
【開催日時】令和５年２月１４日（火）１３：００～１７：００ 【参加者】約３０人

新規
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山陰西部国道事務所の取り組み

0
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＜8月19日＞けんせつ小町に会いに行こう現場見学会

山陰西部国道事務所長

次世代の建設産業の担い手確保・育成の取り組み
として土木技術等を学んでいる萩商工、徳山商工、
徳山高専の女子学生４９名を招き、現場見学と建設
産業で活躍している女性“けんせつ小町”との座談
会を開催。（山口県主催）

トンネル内見学ＩＣＴ建設機械に試乗

トンネル坑口前で記念撮影

木与防災の取り組み

1

＜7月22日＞ＡＩ配筋検査システムを見学

木与西第５改良工事（協和建設工業(株)）における
ＡＩ配筋検査システムを見学。

＜8月9日＞ＶＲによるシミュレーションを体験

遠根川橋PC上部工事（極東興和(株)）における
桁製作、緊張作業、架設シュミレーションを体験。
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＜8月23日＞木与第３トンネル貫通記念小学生現場見学会

阿武小学校３、４年生と先生方４１名を招き、ト
ンネル工事用大型機械の見学、高所作業車への試乗、
トンネル貫通体験、トンネル内側に貼り付ける防水
シートへの落書き大会などを貫通したトンネル内で
実施。

トンネル貫通点で記念撮影

トンネル工事用大型機械を見学 高所作業車に試乗

木与防災の取り組み

2

＜9月21日＞萩商工の学生を対象とした現場見学会

萩商工２年生１５名を招き、遠根川橋ＰＣ上部工
事（極東興和(株)）において、ＶＲ、ＡＲ体験等を
実施。

ＶＲ体験 ＡＲ体験

橋上で記念撮影
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俵山・豊田道路の取り組み

2022.10.4国内初の技術に触れる～山口大学がＰＣ上部工事を見学～

国内初のスマートフォン（ＡＲ）を用いたコンクリートの締固め管理

スマートフォン

学生が体験 QRコードで位置を認識

上部工架設を見学 上部工の青空勉強会

山口大学の学生が、粟野川橋PC

上部工事を見学し、架設方法や、

桁製作等の青空勉強会を開催。

国内初実施（12月予定）される

ＡＲを用いたコンクリート締固め

管理システムも見学。

3
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みんなでＶＲ体験～センター杭除幕式を行いました～
2022.10.20

俵山地区で、道路整備箇所を明示する
センター杭の設置除幕式を長門市長、地
元関係者、地元の小学生と行いました。
ＶＲで将来の道路を体験してもらい、

ドローンで上空から今の場所を見学して
もらいました。

山陰西部国道事務所長
石川 真義

長門市長
江原 達也

俵山地区発展協議会 会長
藤野 忠次郎

センター杭除幕

ＶＲ体験 ドローン体験

俵山・豊田道路の取り組み

4
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俵山・豊田道路の取り組み

2022.12.9

国内初の技術に触れる～受注業者がＡＲを用いたコンクリート締固め管理システムを見学～

コンクリートの打込み作業の施工品質は、締固め作業者の技量に委ねており、これまでは

作業者の経験に基づく感覚で実施。このような課題を解消するため、従来の作業性を損なう

ことなく、締固め作業の効率化、欠陥発生の抑制を目的に、締固め位置や時間などの施工情

報をリアルタイムで記録し、ＡＲ（拡張現実）で可視化するコンクリート締固めＡＲ管理シ

ステムを開発。

5
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その他情報提供（俵山・豊田道路の取り組み）

2022.9.30現場から生中継 ～最新技術をリアルタイムで見学（試行実施）～

本省のＤＸルームから、現場の施

工をリアルタイムに見学してもらう

試行を行いました。

ドローン画像の配信や、ＡＲにて

完成イメージを配信。ＩＣＴ建設機

械の稼働状況をLIVE配信しました。

バックホウ内部操作映像 バックホウ内部ICTパネル映像

バックホウ稼働映像 ICT土工用データ映像

本省 ＤＸルーム

ドローンで撮影した動画を配信

LIVE

現場動画に完成状況をARで配信

LIVE

LIVE

LIVE LIVE

LIVE LIVE

ICT建設機械の稼働状況を配信

現場の画像

将来完成状況を重ねた画像 6
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ICT
ICT

R4.7.27 7.28 10.11 10.12 R4.11.2

2

1
ICT ICT

30
3

4

ICT
R5.1.20 2.14

Instagram facebook
2 14 ICT

-18-



0 UAV R4.11.10
UAV
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